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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期中間期 7,068 0.2 527 16.7 532 16.6 341 15.9

2026年３月期中間期 7,055 1.4 452 40.2 456 37.7 294 40.8

（注）包括利益 2027年３月期中間期 336百万円（13.3％） 2026年３月期中間期 297百万円（43.3％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2027年３月期中間期 44.43 －

2026年３月期中間期 38.09 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2027年３月期中間期 10,265 7,497 73.0

2026年３月期 10,554 7,742 73.4

（参考）自己資本 2027年３月期中間期 7,497百万円 2026年３月期 7,742百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 － 0.00 － 55.00 55.00

2027年３月期 － 0.00

2027年３月期（予想） － 56.00 56.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 15,100 3.6 1,240 3.8 1,250 3.6 820 1.5 107.64

１．2027年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2026年４月１日～2026年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2027年３月期中間期 8,585,688株 2026年３月期 8,585,688株

②  期末自己株式数 2027年３月期中間期 952,493株 2026年３月期 842,611株

③  期中平均株式数（中間期） 2027年３月期中間期 7,688,547株 2026年３月期中間期 7,739,733株

※  注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料Ｐ９「２．中間連結財務諸表及び主な注記（４）中間連結財務諸表に関する注記事項（中

間連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）」をご覧下さい。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ：無

②  ①以外の会計方針の変更                    ：無

③  会計上の見積りの変更                      ：無

④  修正再表示                                ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

（注）当社は「株式給付信託（J-ESOP）」及び「株式給付信託（BBT）」を導入しており、当該信託が保有する当

社株式を、期末自己株式数及び期中平均株式数の算定上控除する自己株式数に含めております。

※  第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。

　業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ３「１．経営成績

等の概況　(３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。

（決算説明会内容の入手方法）

　当社は、2026年11月５日（木）にアナリスト、金融機関、機関投資家、一般投資家向け説明会を開催する予定です。

この説明会で配布する決算説明資料の概要については、TDnet「適時開示情報閲覧サービス」及び当社Webサイトに掲載

する予定です。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

　当中間連結会計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善を背景とした個人消費の底堅い推移や高水準

な企業収益の継続など、緩やかな回復基調となりました。一方で、継続的な物価高や労務費の上昇に加え、国際情

勢の緊張や各国の政策動向による影響など、先行きは依然として不透明な状況が続いております。

　このような経済環境の中、当社グループが属するITサービス市場におきましては、企業の競争力強化や業務効率

化を目的としたデジタル化需要が堅調に推移しております。とりわけ、深刻化する労働力不足への対応や人的資本

経営の実践が重要課題となる中、HR分野におけるシステム投資や省力化ニーズは高水準を維持しております。あわ

せて、生成AI等の先進技術を活用した業務プロセスの高度化やビジネスモデル変革に向けた需要も拡大傾向にあり

ます。

　こうした市場動向に対し、当社グループでは、強みであるHRサービス領域の機能強化に加え、データ分析やAI技

術を融合させた高付加価値な製品・サービスの開発・提供を推進しております。また、社内におけるAI活用を通じ

た生産性改革にも取り組み、事業成長の加速と収益基盤の強化に努めております。

　当中間連結会計期間における当社グループの状況は、売上高は前年同期比で12百万円増加、営業利益は前年同期

比で75百万円増加となりました。経常利益は前年同期比で75百万円増加し、親会社株主に帰属する中間純利益は前

年同期比で46百万円増加となりました。

　以上の結果、売上高70億68百万円（前年同期比0.2％増）、営業利益５億27百万円（前年同期比16.7％増）、経

常利益５億32百万円（前年同期比16.6％増）、親会社株主に帰属する中間純利益３億41百万円（前年同期比15.9％

増）となりました。

※セグメント別の経営成績につきましては、「2027年３月期 第２四半期（中間期） 決算補足説明資料」をご覧下

さい。

https://www.creo.co.jp/ir/ir-library/financial-results/

（２）当中間期の財政状態の概況

①資産、負債及び純資産の状況

　当中間連結会計期間末の流動資産につきましては、前連結会計年度末に比べ、４億56百万円の減少となりまし

た。

　これは主として、受取手形、売掛金及び契約資産、現金及び預金が減少したことによるものです。

　固定資産につきましては、前連結会計年度末に比べ、１億67百万円の増加となりました。

　これは主として、ソフトウエア仮勘定が増加したことによるものです。

　流動負債につきましては、前連結会計年度末に比べ、33百万円の減少となりました。

　これは主として、契約負債が増加した一方で、その他流動負債、買掛金、未払金及び役員賞与引当金が減少した

ことによるものです。

　固定負債につきましては、前連結会計年度末に比べ、11百万円の減少となりました。

　これは主として、株式給付引当金が減少したことによるものです。

　純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ、２億45百万円の減少となりました。

　これは主として、親会社株主に帰属する中間純利益を計上した一方で、自己株式の取得及び配当金の支払いがあ

ったことによるものです。
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②キャッシュ・フローの状況

　当中間連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動で獲得した資金を、無

形固定資産の取得、配当金の支払い等で使用した結果、前連結会計年度末と比較して２億22百万円減少し、当中間

連結会計期間末には59億５百万円となりました。

　当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次の通りであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は６億70百万円（前年同期は６億37百万円の収入）となりました。主な要因は、

税金等調整前中間純利益５億29百万円、売上債権及び契約資産の減少額２億86百万円によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は３億９百万円（前年同期は１億90百万円の支出）となりました。主な要因は、

無形固定資産の取得による支出２億68百万円によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は５億83百万円（前年同期は４億７百万円の支出）となりました。主な要因は、

配当金の支払額４億45百万円、自己株式の取得による支出１億51百万円によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　通期の連結業績予想に関しましては、2026年５月８日付「2026年３月期決算短信」において公表いたしました数

値より変更はございません。

　連結業績予想には、リスクや不確実性を含んでおり、そのため様々な要因の変化により、大きく異なる結果にな

る可能性があります。通期の各連結会計期間においては、以下のようなリスクがあります。

　当社グループの多くの事業セグメントは、売上高及び利益が第２四半期連結会計期間及び第４四半期連結会計期

間に特に集中する傾向があります。両連結会計期間における売上高及び利益計上が計画通りに推移しない場合、連

結業績予想と実績が大きく乖離する可能性があります。

　個別の事業セグメントに固有のリスクについては下記の通りです。

　ソリューションサービス事業については、受注案件規模が大型化する傾向にあり、受注、検収の時期がずれ込む

場合や、プロジェクトの不採算化が生じた場合などには予想と実績が大きく乖離する可能性があります。

　受託開発事業については、事業の性質上連結会計年度末に検収が集中しており、検収の進捗により売上計上時期

が次期にずれ込む可能性があります。また、当社の主要顧客である大手ITベンダーがシステムのユーザーである官

公庁、企業などからの計画通りの受注を行えない場合には、当社に対する発注が行われず、予想と実績が大きく乖

離する可能性があります。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,128 5,905

受取手形、売掛金及び契約資産 2,397 2,110

商品及び製品 5 2

仕掛品 132 166

その他 226 247

流動資産合計 8,889 8,433

固定資産

有形固定資産 267 263

無形固定資産

ソフトウエア 481 433

ソフトウエア仮勘定 163 392

その他 0 0

無形固定資産合計 644 826

投資その他の資産

投資有価証券 82 71

繰延税金資産 301 303

その他 368 368

貸倒引当金 △0 △1

投資その他の資産合計 752 742

固定資産合計 1,665 1,832

資産合計 10,554 10,265

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 456 407

未払金 395 358

未払法人税等 232 230

契約負債 285 464

賞与引当金 556 538

役員賞与引当金 20 －

プロジェクト損失引当金 － 2

その他 565 475

流動負債合計 2,512 2,478

固定負債

株式給付引当金 184 178

資産除去債務 105 102

その他 10 9

固定負債合計 300 289

負債合計 2,812 2,768

純資産の部

株主資本

資本金 3,149 3,149

資本剰余金 698 698

利益剰余金 4,815 4,710

自己株式 △930 △1,066

株主資本合計 7,733 7,493

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 9 4

その他の包括利益累計額合計 9 4

純資産合計 7,742 7,497

負債純資産合計 10,554 10,265
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日

　至　2026年９月30日)

売上高 7,055 7,068

売上原価 5,402 5,295

売上総利益 1,652 1,772

販売費及び一般管理費 1,200 1,244

営業利益 452 527

営業外収益

受取利息 3 5

受取配当金 0 0

助成金収入 0 －

未払配当金除斥益 1 －

その他 1 4

営業外収益合計 6 9

営業外費用

支払利息 0 0

投資事業組合運用損 1 3

支払手数料 － 1

その他 0 0

営業外費用合計 2 5

経常利益 456 532

特別損失

和解金 － 2

特別損失合計 － 2

税金等調整前中間純利益 456 529

法人税等合計 161 188

中間純利益 294 341

親会社株主に帰属する中間純利益 294 341

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日

　至　2026年９月30日)

中間純利益 294 341

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2 △4

その他の包括利益合計 2 △4

中間包括利益 297 336

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 297 336

非支配株主に係る中間包括利益 － －

（中間連結包括利益計算書）
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2026年４月１日

　至　2026年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 456 529

減価償却費 116 105

賞与引当金の増減額（△は減少） △33 △17

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △9 △20

株式給付引当金の増減額（△は減少） 6 △6

プロジェクト損失引当金の増減額（△は減少） － 2

受取利息及び受取配当金 △3 △5

支払利息 0 0

投資事業組合運用損益（△は益） 1 3

和解金 － 2

売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） 320 286

棚卸資産の増減額（△は増加） △80 △30

仕入債務の増減額（△は減少） △28 △48

未払金の増減額（△は減少） 7 △4

未払消費税等の増減額（△は減少） △54 △91

その他 164 151

小計 864 857

利息及び配当金の受取額 3 5

利息の支払額 △0 △0

和解金の支払額 － △2

法人税等の支払額 △229 △189

営業活動によるキャッシュ・フロー 637 670

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △2 △40

無形固定資産の取得による支出 △165 △268

差入保証金の差入による支出 △22 △6

差入保証金の回収による収入 － 6

その他 － 0

投資活動によるキャッシュ・フロー △190 △309

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △412 △445

自己株式の取得による支出 － △151

自己株式の処分による収入 6 14

リース債務の返済による支出 △1 △1

財務活動によるキャッシュ・フロー △407 △583

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 39 △222

現金及び現金同等物の期首残高 5,621 6,128

現金及び現金同等物の中間期末残高 5,661 5,905

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（単位：百万円）

ソリューション
サービス事業

受託開発事業
システム運用・
サービス事業

サポート
サービス事業 合計

売上高

外部顧客への売上高 2,551 1,291 1,107 2,104 7,055

セグメント間の内部売上

高又は振替高
0 3 24 226 254

計 2,552 1,294 1,131 2,331 7,310

セグメント利益 445 232 143 96 918

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 918

全社費用及び利益（注） △466

中間連結損益計算書の営業利益 452

（単位：百万円）

ソリューション
サービス事業

受託開発事業
システム運用・
サービス事業

サポート
サービス事業 合計

売上高

外部顧客への売上高 2,796 1,309 909 2,052 7,068

セグメント間の内部売上

高又は振替高
12 9 38 245 306

計 2,808 1,318 948 2,298 7,374

セグメント利益 574 236 94 122 1,028

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 1,028

全社費用及び利益（注） △500

中間連結損益計算書の営業利益 527

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ 前中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）

（注）全社費用及び利益は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び経営指導料等であります。

Ⅱ 当中間連結会計期間（自　2026年４月１日　至　2026年９月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）

（注）全社費用及び利益は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び経営指導料等であります。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当社は、2026年５月８日開催の取締役会決議に基づき、自己株式121,700株の取得を行いました。当該自己株式の

取得等により、当中間連結会計期間において自己株式が135百万円増加し、当中間連結会計期間末において自己株式

が1,066百万円となっております。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。
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